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１．概要（Summary） 

大気圧プラズマは、高い反応性を持つため、物質加工

等の用途に広く利用されている。近年では、バイオ・医療

分野においても利用されており、注目を集めている。ここ

で、生体試料、特に、細胞へのプラズマ照射を考える。細

胞の大きさは、種類にもよるが、数 10 µm から数 100 µm
である。この大きさのプラズマを生成すれば、細胞に対し

てプラズマを照射する用途には十分であると考えられる。

本研究では、細胞等へのプラズマ照射に向けて、マイクロ

プラズマ源の試作を行った。また、細部を保持するための

培養マイクロウェル構造の試作を行った。 
２．実験（Experimental） 
【利用した主な装置】 

マスクレス露光装置、マスクアライナ装置、Deep 
Reactive Ion Etching 装置（Bosch プロセス） 
【実験方法】 

プラズマ生成に用いる電極を小さく作ることで、小さな

プラズマを発生させる。本研究では、小さな電極への負荷

集中による損傷を低減させるために、誘電体バリア放電

（Dielectric Barrier Discharge: DBD）を用いたプラズ

マ源を試作することにした。 
熱酸化膜を持つシリコン基板（Si 基板の厚さ: 200 µm, 

熱酸化膜層: 3 µm）に、フォトリソグラィでマイクロ電極対

のレジストパターンを形成した。その基板上にAu/Cr薄膜

を蒸着し、リフトオフを行ってマイクロ電極対を試作した。

その後、マイクロ電極上に誘電体薄膜を堆積した。プラズ

マの生成実験では、電極対のギャップ部にヘリウムガスを

噴きつけた状態で、電極高電圧を印加して大気圧プラズ

マを発生させた。 
また、深堀エッチング（Deep Reactive Ion Etching）

法を用いて、Si 基板に、細胞保持を目的としたマイクロウ

ェル構造の作製を行った。 

３．結果と考察（Results and Discussion） 
誘電体薄膜の作製条件を調整し、マイクロ DBD プラズ

マ源を作製した[Fig. 1(a)]。プラズマが安定して生成され

るようになり、長時間の連続放電が可能になった[Fig.  
1(b)]。マイクロウェル構造の作製では、厚さ 200 µm の Si
基板に対し、大きさ 50 µm×50 µm の開口部を持つマイ

クロウェルを作製した。ウェルのアスペクト比は 4 である。 
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Fig. 1. (a) A pair of microelectrodes. (b) A 
microplasma generated between the pair of 
electrodes. 
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